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加
賀
藩
政
期
、
前
田
家
の
治
め
た
領
域
は
「
加
越
能
」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
三
カ
国

で
現
在
の
石
川
・
富
山
両
県
に
相
当
し
ま
す
。
前
田
家
歴

代
藩
主
は
文
化
政
策
に
重
き
を
置
き
、
内
外
か
ら
優
秀
な

職
人
を
多
く
召
し
抱
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
加
越
能
の

地
は
「
美
術
工
芸
王
国
」
の
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か

な
美
術
文
化
が
花
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
地
は
奈
良
・
京
都
や
江
戸
か
ら
ほ
ど
よ
い
距
離
が

あ
り
、
政
治
的
な
影
響
を
受
け
に
く
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

古
く
か
ら
独
自
の
文
化
が
発
達
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

　

当
館
が
地
方
色
豊
か
な
美
術
館
と
し
て
、
石
川
と
加
賀
に

ゆ
か
り
の
収
集
と
展
示
を
行
う
本
展
は
「
縄
文
か
ら
江
戸
時

代
の
名
宝
」
と
の
副
題
が
示
す
と
お
り
、
両
県
で
発
見
さ
れ
、

制
作
さ
れ
、
伝
来
し
て
き
た
古
美
術
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む
約
一五
〇
件
を
展
示
し
ま
す
。
造

形
・
装
飾
の
起
源
と
も
な
る
縄
文
土
器
な
ど
原
始
・
古
代
の
美
、

白
山
信
仰
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
中

世
に
あ
っ
て
、
多
様
化
し
て
い
く
信
仰
を
伝
え
た
仏
画
や
仏
像
、

加
賀
藩
前
田
家
に
よ
る
美
術
工
芸
王
国
の
確
立
と
そ
の
ゆ
か

り
の
名
品
な
ど
、「
加
越
能
の
至
宝
」
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
毎
週
土
曜
日
は
午
後
七
時
ま
で
開

館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◇
関
連
行
事

　

講
演
会　

※
聴
講
無
料

　
　

日
時　

十
月
三
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
〇
分
〜

　
　

会
場　

石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

　
　

演
題　
「
加
越
能
の
美
術
」

　
　

講
師　

嶋
崎　

丞
（
当
館
館
長
）

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

※
観
覧
料
が
必
要
で
す

 

　

毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
よ
り

9月11日（土）～10月24日（日）　会期中無休

当館企画展

加越能の美術
─縄文から江戸時代までの名宝─
主催：石川県立美術館
共催：北國新聞社
後援：石川県教育委員会、富山県教育委員会、金沢市教育委員会、
　　　ＮＨＫ金沢放送局、第23回全国健康福祉祭いしかわ大会実行委員会

「愛宕権現」七尾美術館蔵初代大樋長左衛門　飴釉茶碗「聖」

※
団
体
は
二
十
名
以
上

　

当
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金

　

古
代
の
美
術
史
を
た
ど
る
上
で
、
信
仰
と
の
関
わ
り
を
な
く
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
か
で
も
最
も
影
響
を

与
え
た
の
が
仏
教
で
す
。
欽
明
天
皇
七
年
（
五
三
八
）、
朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
伝
来
し
、
そ
の
後
、
天
皇
を
は
じ
め
多

く
の
有
力
豪
族
が
信
仰
し
ま
し
た
。
ま
た
仏
教
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
と
の
考
え
か
ら
、
国
分
寺
が
各
地
に
つ
く
ら
れ
、

仏
教
を
広
め
る
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

信
仰
の
対
象
と
し
て
、
ま
た
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
仏
像
で
あ
り
、
仏

画
で
し
た
。
仏
像
で
は
伝
来
当
時
の
金
銅
仏
か
ら
奈
良
・
平
安
と
推
移
す
る
中
で
、
塑
像
・
乾
漆
像
・
木
彫
像
と
変
化
し

て
い
き
ま
し
た
。
仏
像
の
制
作
は
日
本
の
彫
刻
技
術
発
展
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
古
墳
壁
画
に
は
じ
ま

る
絵
画
で
は
、
仏
の
姿
や
世
界
を
伝
え
る
絵
像
と
し
て
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
玉
虫
厨
子
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
な
ど
仏

教
の
普
及
と
絵
画
の
発
展
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

学芸員の眼

1F企画展示室
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9月11日（土）～10月24日（日）　会期中無休

特別陳列

加賀藩の美術工芸

　

今
回
の
展
示
は
、
同
時
開
催
す
る
企
画
展｢

加
越
能
の
美
術｣

と
連
携
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
文
化
人
大
名
の
三
代

利
常
や
、
学
者
大
名
の
五
代
綱
紀
が
収
集
し
育
成
し
た
美
術
工
芸
品
や
貴
重
な
資
料
を
中
心
に
、
初
代
利
常
ゆ
か
り
の
名

品
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
前
田
家
の
三
名
物｣

と
し
て
永
く
前
田
家
に

秘
蔵
さ
れ
て
い
た
名
品
を
同
時
公
開
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
当
館
で
は
初
め
て
の
展
示
で
す
。
そ
の
三
点
と
は
、
秀

吉
か
ら
利
家
に
贈
ら
れ
た｢

大
名
物 

茄
子
茶
入　

銘
冨
士｣

（
写
真
）、
豊
臣
秀
次
の
家
臣
猪
子
内
匠
か
ら
利
常
に
献

上
さ
れ
た
「
大
名
物 

肩
衝
茶
入　

銘
浅
茅
」（
い
ず
れ
も
前
田
育
徳
会
蔵
）
と
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光
よ
り
利
常
が
拝
領

し
た｢

大
名
物 

大
講
堂
釜｣

（
泉
屋
博
古
館
蔵
）
で
す
。
こ
う
し
た
作
品
と
対
峙
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
将
軍
家
や

大
名
家
に
お
け
る
茶
の
湯
の
あ
り
方
を
、
再
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学芸員の眼
　

前
田
家
の
中
で
も
三
代
利
常
は
傑
出
し
た
文
化
大
名
で
、

外
様
大
名
ゆ
え
の
幕
府
へ
の
政
治
的
屈
従
を
強
い
ら
れ
た

利
常
に
と
っ
て
、
天
下
一
大
名
を
誇
示
す
る
唯
一
の
方
法

が
、
自
己
の
文
化
政
策
に
よ
る
反
体
制
的
姿
勢
の
表
明
で

し
た
。
利
常
は
、
後
水
尾
天
皇
や
小
堀
遠
州
な
ど
と
の
親

交
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
、
単
な
る
武
家
文

化
に
止
ま
る
こ
と
な
く
平
安
王
朝
文
化
の
世
界
と
も
い
う

べ
き
内
容
の
名
品
や
茶
道
具
の
収
集
、
ま
た
長
崎
を
窓
口

と
し
て
舶
載
さ
れ
る
名
物
裂
や
陶
磁
器
、
漆
芸
品
な
ど
を

求
め
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
陶
へ
の
注
文
、
さ
ら

に
は
豪
放
華
麗
な
色
絵
を
特
徴
と
す
る
古
九
谷
の
操
業
な

ど
、
そ
の
美
意
識
に
は
他
の
い
か
な
る
大
名
の
追
随
を
も

許
さ
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
、

武
器
武
具
の
制
作
修
理
を
行
っ
て
い
た
御
細
工
所
を
、
利

常
か
ら
綱
紀
の
時
代
に
は
美
術
工
芸
品
の
制
作
の
場
へ
と

整
備
拡
充
し
、
漆
芸
で
は
五
十
嵐
道
甫
や
清
水
九
兵
衛
を
、

金
工
で
は
後
藤
顕
乗
を
招
き
、
名
品
の
制
作
と
と
も
に
後

継
者
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
は
、

江
戸
や
京
都
を
も
し
の
ぐ
勢
い
で
し
た
。
四
代
光
高
が
早

世
し
た
た
め
、
五
代
綱
紀
は
幼
少
の
頃
よ
り
祖
父
利
常
の

強
い
影
響
を
受
け
て
養
育
さ
れ
、
利
常
同
様
優
れ
た
文
物

や
美
術
工
芸
品
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
入
手
困
難
な
も

の
は
写
本
や
模
造
品
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
整
理
分
類
す

る
と
い
う
、
今
日
的
な
意
味
で
の
図
書
館
、
博
物
館
的
な

事
業
を
行
い
、そ
の
精
華
が
「
尊
經
閣
蔵
書
」
で
あ
り
「
百

工
比
照
」（
諸
種
の
工
芸
、
工
匠
を
比
較
・
対
照
す
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
製
品
や
技
法
を
収
集
・
分
類
・
整
理

し
た
標
本
に
綱
紀
が
命
名
し
た
名
称
で
、
江
戸
時
代
前
期

の
工
芸
技
術
を
知
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
）
で
す
。

　

こ
う
し
て
収
集
育
成
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
中
心
に
重

要
文
化
財
五
件
を
含
む
四
十
三
件
で
紹
介
し
ま
す
。（
会

期
中
一
部
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。）

重文 ｢茄子茶入　銘冨士」

前田育徳会
尊經閣文庫分館
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「バラライカを持つ裸婦」「IMAGE IN THE GRAY」

「裸婦」東典男

　

東あ
ず
ま
の
り
お

典
男
氏
は
、
金
沢
美
術
工
芸
短
期
大
学
油
絵
科
（
現

金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
卒
で
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）

年
に
渡
米
し
、
以
来
二
〇
〇
四
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
旺
盛
な
創
作
活
動
を
展
開
し
た

洋
画
家
で
す
。

　

昭
和
三
年
に
三
重
県
紀
北
町
に
生
ま
れ
、
名
古
屋
陸
軍

幼
年
学
校
に
進
み
軍
人
を
目
指
し
ま
す
が
、
在
学
中
に
終

戦
と
な
り
、
二
十
三
年
に
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
同
校
は
そ
の
後
短
大
と
な
り
、
ク
ラ
ス
に

は
本
年
六
月
に
当
館
で
回
顧
展
を
開
催
し
た
松
本
昇
、

十
二
月
に
展
覧
会
を
予
定
し
て
い
る
前
田
さ
な
み
、
今
も

ア
メ
リ
カ
で
制
作
を
続
け
る
長
野
祥
三
達
が
い
ま
す
。

　

渡
米
後
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
シ
ュ
ナ
ー
ド
美
術
学
校
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー
グ

美
術
学
校
に
学
ん
で
い
ま
す
。
金
沢
時
代
、
師
・
高
光
一

也
を
彷
彿
と
さ
せ
る
裸
婦
を
描
い
た
東
氏
の
画
技
は
、

シ
ュ
ナ
ー
ド
の
教
授
を
し
て
、「
彼
の
裸
婦
に
は
教
え
る

こ
と
は
何
も
な
い
」
と
言
わ
し
め
る
も
の
で
し
た
が
、
抽

象
理
論
を
学
び
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
た
油
彩
の

抽
象
画
で
一
世
を
風
靡
し
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
十
年

間
で
七
千
点
以
上
の
作
品
を
制
作
し
、
十
五
の
画
廊
と
契

約
し
て
完
売
す
る
と
い
う
寵
児
ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

七
〇
年
代
半
ば
以
降
は
、
再
度
裸
婦
を
テ
ー
マ
と
し
、
マ

チ
ス
の
切
り
絵
に
も
通
ず
る
、
鮮
や
か
な
単
色
の
色
面
に

無
影
の
裸
婦
が
あ
っ
け
ら
か
ん
と
浮
か
ぶ
巨
大
な
作
品
を

次
々
と
制
作
し
続
け
た
の
で
し
た
。

　

本
展
で
は
氏
の
半
世
紀
に
及
ぶ
創
作
の
歩
み
を
、
金
沢

時
代
の
初
期
作
品
か
ら
晩
年
・
二
〇
〇
二
年
の
裸
婦
作
品

ま
で
、
油
彩
・
素
描
な
ど
四
十
点
余
の
代
表
作
に
よ
り
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。
東
氏
の
画
業
の
全
貌
を
う
か
が
う
初

の
回
顧
展
と
な
り
ま
す
。

金
沢
時
代
の
裸
婦

　

金
沢
美
専
か
ら
短
大
時
代
に
描
い
た
東
氏
の
裸
婦
や
女
性
像
は
、
褐
色
系
統
と
白
を
基
調
に
的
確
な
形
態
の
把
握
が
な

さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
上
手
い
も
の
だ
と
感
心
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
モ
デ
ル
台
に
横
た
わ
る
裸
婦
か
ら
は
、
昭
和

二
十
五
、六
年
頃
の
師
・
高
光
一
也
氏
の
裸
婦
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
先
だ
っ
て
開
催
し
た「
松
本
昇
遺
作
展
」

で
、
松
本
氏
の
初
期
の
裸
婦
を
見
た
際
に
も
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
頃
高
光
氏
の
裸
婦
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
日
展
系
の
画
家
で
は
ち
ょ
っ
と

な
い
く
ら
い
で
し
た
。
卵
と
鶏
の
た
と
え
で
は
な
い
で
す
が
、
学
生
の
若
い
感
性
に
師
が
鋭

敏
に
反
応
し
、
互
い
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

東
氏
は
こ
の
後
渡
米
し
、
二
十
年
近
く
抽
象
を
描
い
た
後
、
裸
婦
を
再
度
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

二
つ
の
裸
婦
の
隔
た
り
は
大
き
い
の
で
す
が
、
ア
ン
グ
ル
や
ポ
ー
ズ
に
は
共
通
の
も
の
を
感
じ
ま
す
。

9月11日（土）～10月24日（日）　会期中無休

特別陳列
アメリカで活躍した日本人画家

東 典男の世界─宙に棲む淑女たち─第4展示室

学芸員の眼

「鏡の前の裸婦」
高光一也　昭26
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美
術
館
で
扱
う
書
跡
と
い
え
ば
、
行
政
府
の
通
達
か
ら

日
記
、
手
紙
、
漢
詩
、
和
歌
、
教
典
な
ど
実
に
多
様
で
す
。

筆
者
も
、
い
わ
ゆ
る
能
書
家
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
や
禅
僧
、

歌
人
な
ど
様
々
で
す
。
今
回
の
展
示
は
、
こ
う
し
た
書
の

世
界
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
な
展
示
予

定
作
品
と
し
て
は
、「
後
深
草
天
皇
宸
翰
（
し
ん
か
ん
）
御

消
息
」、「
後
奈
良
天
皇
女
房
奉
書
」、「
正
親
町
天
皇
宸
翰

御
詠
草
」
の
重
要
文
化
財
三
点
を
は
じ
め
、
石
川
県
指
定

文
化
財
の
「
手
鑑
」、
本
阿
弥
光
悦
が
俵
屋
宗
達
工
房
の

下
絵
に
新
古
今
集
の
歌
を
記
し
た
「
鹿
下
絵
和
歌
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
書
と
画
と
い
う
視
点
か
ら
池
野
観
了
の

「
赤
壁
図
屏
風
」
と
、
書
の
た
し
な
み
が
中
国
の
士
大
夫

に
と
っ
て
重
要
な
教
養
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
が
日
本
の

近
世
以
降
も
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
「
琴

棋
書
画
図
屏
風
」
も
あ
わ
せ
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

展
示
を
概
観
す
る
と
、
改
め
て
漢
字
の
情
報
伝
達
力
に

驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
か
な
を
交
え
て
繊
細
な
心

情
を
表
記
し
た
日
本
文
化
の
独
自
性
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
書
は
人
な
り
、
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
筆
跡
か
ら
書
き
手
の
人
と
な
り
を
し
の
ぶ
こ
と
も
、

興
味
深
い
鑑
賞
法
だ
と
思
い
ま
す
。

９
月
11
日（
土
）〜
10
月
24
日（
日
）

国
宝
「
色
絵
雉
香
炉
」

重
文
「
色
絵
雌
雉
香
炉
」

　
　
　
　
　

と
も
に
野
々
村
仁
清

【
油
彩
画
】

「
蛾
と
老
人
」 

鴨
居　

玲

「
鏡
の
前
の
裸
婦
」 

高
光
一
也

「
S
E
A
T
E
D
 F
I
G
U
R
E
」　

 

長
野
祥
三

【
彫
刻
】　　

「
酔
っ
ぱ
ら
い
」  
 

坂　

坦
道

「
歌
姫
」 

得
能
節
朗

「
想
」 

松
田
尚
之　

「
秋
草
蒔
絵
小
箪
笥
」   

中
野
孝
一

「
友
禅
白
地
総
菊
文
振
袖『
美
の
饗
宴
』」 

羽
田
登
喜
男

「
桐
造
寄
木
象
眼
之
筥
」  

氷
見
晃
堂

　　

【
日
本
画
】

「
秋
宵
」 

紺
谷
光
俊

「
残
照
」 

西
山
英
雄 

「
宿
屋
」 

山
本　

隆

本阿弥光悦筆「鹿下絵和歌」

第24回
日本新工芸  石川会展

（第7展示室）

秋の優品選
─書跡を中心に─

9月3日（金）～9月7日（火）　会期中無休

9月11日（土）～10月24日（日）　会期中無休

企画展示室案内

第2展示室

　

日
本
新
工
芸
家
連
盟
は
、
工
芸
の
原
点
を
見
つ
め
、

各
作
家
が
素
材
を
生
か
し
技
術
を
駆
使
し
て
、
現
代
に

望
ま
れ
て
い
る
生
活
と
美
と
の
調
和
を
テ
ー
マ
と
し
て

制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

石
川
会
展
も
、
二
十
四
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
一
同
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
高
覧
、
ご
批
判
を
戴
き
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

（
主
な
出
品
作
家
）
高
光
一
生
・
北
出
不
二
雄
・
原
田
実
・

榎
木
荘
平
・
戸
出
克
彦
・
金
田
一
司
・
瀧
川
佐
智
子
・

向
瀬
孝
之
・
高
光
一
雅

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

 

金
沢
市
宮
野
町
ト
七
四　

戸
出
克
彦

　
　
　
　
　

T
E
L

　

〇
七
六
│
二
五
七
│
五
九
五
一

第
１
展
示
室　

第
３
展
示
室　

第
５
展
示
室　

第
６
展
示
室　

「蛾と老人」
鴨居玲

「想」松田尚之「秋草蒔絵小箪笥」
中野孝一

「残照」西山英雄

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

主
な
展
示
作
品
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第
５
・
６
展
示
室

  

特
別
陳
列 

德
田
八
十
吉
三
代
展

　

初
代
、
二
代
、
三
代
と
德
田
家
の
陶
芸
作
品
を
見
て
い
く
と
、

三
者
三
様
に
持
ち
味
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
初
代
は
古
九
谷
以

来
の
五
彩
の
再
現
に
取
り
組
み
、
深
い
豊
潤
な
色
味
の
盛
り
上

が
る
よ
う
な
釉
薬
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
画
風
は

山
水
や
花
鳥
、
あ
る
い
は
東
洋
の
伝
統
的
な
図
案
が
骨
格
を
な

し
て
お
り
、
伝
統
的
な
美
意
識
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
二
代
は
、
富
本
憲
吉
に
師
事
し
、

新
た
な
意
匠
の
展
開
を
試
み
、
身
近
な
自
然
の
中
か
ら
モ
チ
ー

フ
を
見
出
し
て
、
金
彩
を
独
自
の
手
法
で
取
り
込
む
な
ど
、
進

取
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
れ
が
三
代
に
な
る
と
、
多
様

な
フ
ォ
ル
ム
の
器
体
に
色
彩
の
変
化
だ
け
の
意
匠
を
ま
と
わ
せ

る
と
い
う
さ
ら
に
革
新
的
な
表
現
と
な
り
、
そ
の
や
り
方
は
、

国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
第
２
展
示
室
で
は
「
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展
」

を
同
時
開
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
本
展
と
併
せ
て

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
今

日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
九
谷
の
伝
統
と
創

造
を
た
ど
る
ま
た
と
な

い
機
会
に
な
る
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

見
逃
し
な
く
。

  

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

  

大
名
家
の
調
度

　

前
月
に
引
き
続
き
開
催
す
る
展
覧
会
で
、
加
賀
百
万
石
の
大

名
家
に
相
応
し
い
格
式
あ
る
調
度
品
の
数
々
か
ら
、
藩
主
や
そ

の
奥
方
た
ち
の
生
活
の
様
子
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
開

催
す
る
も
の
で
す
。

　

展
示
作
品
は
、
床
の
間
を
飾
っ
た
大
幅
の
絵
画
や
書
院
に
置
か
れ

た
文
台
・
硯
箱
な
ど
の
漆
芸
品
を
中
心
と
し
た
約
二
十
二
件
で
す
。

前
号
で
紹
介
し
た
「
花
鳥
図
」（
王
若
水
筆
）
や
「
越
中
愛
本
橋
図
」

（
佐
々
木
泉
玄
筆
）を
は
じ
め
、武
家
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
「
鷹
狩
」

が
四
季
を
通
じ
て
詳
細
に
描
か
れ
た

巻
子
、
お
も
て
な
し
に
使
用
さ
れ
た

鉢
や
喰
籠
、
重
箱
、
提
重
な
ど
の
食

器
類
、
ま
た
囲
碁
や
将
棋
な
ど
の
遊

戯
具
、
婚
礼
調
度
の
棚
や
手
箱
、
さ

ら
に
は
脇
息
や
刀
掛
な
ど
で
、
そ
の

内
容
は
幅
広
く
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

  

第
２
展
示
室

  

古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展

　

今
回
の
展
示
は
、
古
九
谷
の
意
匠
の
展
開
と
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
を
概
観
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
赤
絵
系
の
作
品
は
展
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

確
か
に
宮
本
屋
窯
の
主
工
だ
っ
た
飯
田
屋
八
郎
右
衛
門
が
打
ち

出
し
た
「
八
郎
手
」
と
呼
ば
れ
る
赤
絵
細
描
様
式
は
、
九
谷
焼

の
展
開
を
語
る
上
で
無
視
で
き
な
い
存
在
で
す
。
そ
こ
で
今
回

の
展
示
で
は
、
古
九
谷
の
色
絵
や
青
手
の
様
式
が
、
赤
絵
そ
し

て
赤
絵
金
襴
手
様
式
に
席
捲
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
再
認

識
す
る
目
的
で
、
宮
本
屋
窯
の
青
手
様
式
の
作
品
も
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
室
の
入
り

口
に
立
っ
て
展
示
作
品
を

見
渡
し
ま
す
と
、
古
九
谷

開
窯
に
注
が
れ
た
当
事
者

た
ち
の
熱
き
思
い
と
、
制

約
の
多
い
状
況
下
で
そ
れ

を
継
承
し
よ
う
と
し
た
陶

工
た
ち
の
意
気
込
み
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

  

第
４
展
示
室

  

ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い

　

夏
休
み 

親
子
で
楽
し
む
美
術
館
「
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
」

の
展
示
室
で
は
、
受
付
時
、
お
子
さ
ん
に
は
、〝
あ
な
た
が
選
ぶ
、

ふ
し
ぎ
度
ナ
ン
バ
ー
１
の
作
品
や
お
気
に
入
り
の
作
品
〞
を

書
い
て
い
た
だ
く
用
紙
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
用
紙
は
、「
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
」
の
展
示
室
内

に
置
か
れ
て
フ
ァ
イ
ル
に
納
め
、
展
示
室
を
訪
れ
た
お
客
様

に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
方
の
年
齢
も
五
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
様
々
で
、

い
ろ
い
ろ
な
方
の
感
じ
る
心

に
出
会
え
る
フ
ァ
イ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
へ
の

と
ら
え
方
の
新
た
な
発
見
が

あ
る
な
ど
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル

を
読
む
の
も
な
か
な
か
楽
し

い
活
動
で
す
。
展
示
室
お
越

し
の
際
は
、
是
非
こ
の
フ
ァ

イ
ル
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

九
月
前
半
の
展
覧
会

七
月
二
十
二
日（
木
）〜
九
月
七
日（
火
）

三代德田八十吉作「耀彩鉢・雷命」
個人蔵

「黒塗薄蒔絵文台･硯箱」

「色絵万年青図平鉢」  吉田屋窯「雲をたべた男」  大場吉美
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◇
見
学
地

【
徳
川
美
術
館
】

　

名
古
屋
開
府
四
百
年
、
そ
し
て
徳
川
美
術
館･

蓬
左
文
庫
の

開
館
七
十
五
周
年
を
記
念
し
た
秋
季
特
別
展
「
尾
張
徳
川
家
の

名
宝　

│
里
帰
り
の
名
品
を
含
め
て
│
」
が
開
催
中
で
す
。
徳

川
美
術
館
の
名
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
】

　

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
浮
世
絵
名
品
展

の
第
二
弾
「
錦
絵
の
黄
金
時
代　

―
清
長
、
歌
麿
、
写
楽
」
が

開
催
中
で
す
。
江
戸
時
代
、
庶
民
の
文
化
を
華
や
か
に
彩
っ
た
、

錦
絵
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

【
有
楽
苑　

如
庵
】

　

京
都
建
仁
寺
の
正
伝
院
に
建
て
ら
れ
た
茶
室
を
移
築
し
た
、

国
宝
三
茶
室
の
一
つ
で
す
。
作
者
は
織
田
信
長
の
実
弟
に
し
て
、

利
休
に
茶
の
湯
を
学
ん
だ
武
将
茶
人
・
織
田
有
楽
斎
（
長
益
）

で
す
。
茶
室
だ
け
で
な
く
重
要
文
化
財
の
書
院
や
庭
園
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

【
犬
山
城
】

　

木
曽
川
の
南
岸
に
建
ち
、
日
本
最
古
の
天
守
閣
で
知
ら
れ
る
、

国
宝
四
城
の
一
つ
で
す
。
現
存
す
る
天
守
閣
は
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）
に
城
主
と
な
っ
た
、
成
瀬
正
成
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
四
十
一
回
文
化
財
現
地
見
学
旅
行  

参
加
者
募
集

武
将
た
ち
の
文
化
を
た
ど
る

〜
尾
張
・
名
古
屋
を
訪
ね
て
〜

◇
期
日

　

平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日（
土
）〜
十
七
日（
日
）

　

一
泊
二
日

◇
集
合

　

十
六
日
朝
七
時
、
金
沢
駅
西
口
集
合

　
（
十
七
日
午
後
六
時
頃
に
帰
着
予
定
）

◇
参
加
代
金

　

会
員
・
二
三
、〇
〇
〇
円
、
会
員
外
・
二
四
、〇
〇
〇
円

◆
申
込
み
方
法

　

    往
復
は
が
き
に
「
文
化
財
現
地
見
学
」
希
望
と
明
記　

し
、
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
ご
住
所
・
お

電
話
番
号
・
会
員
番
号
を
記
入
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
宛
先

　

〒
九
二
〇
│
〇
九
六
三

　

金
沢
市
出
羽
町
二
│
一

　

石
川
県
立
美
術
館
「
文
化
財
現
地
見
学
」
係

◆
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
（
水
）
必
着
。

※ 

犬
山
城
の
見
学
は
、
徒
歩
に
よ
る
移
動
で
、
急
な
坂
道
・

階
段
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
土
曜
講
座　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

　
　
　
　
　
　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

四
日　

（
土
）
「
德
田
八
十
吉
三
代
」

講
師
／
南　

俊
英 

　
　
　

担
当
課
長

十
八
日
（
土
）
「
長
谷
川
等
伯　

国
宝

『
松
林
図
』
を
読
み
解
く
」
講
師
／
村
瀬
博
春 

　
　
　

学
芸
専
門
員

二
十
五
日（
土
）
「
石
川
県
の
仏
像
」

講
師
／
谷
口　

出 

　
　
　

普
及
課
長

■
ビ
デ
オ
上
映
会　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

十
九
日
（
日
）
日
本
の
美 

９ 

　
「
境
の
思
想
│
空
間
の
美
意
識
│
」 （
二
十
五
分
）

日
本
の
美 

10

　
「
光
と
影
│
西
欧
と
の
比
較
│
」 （
二
十
九
分
）

二
十
六
日（
日
）
日
本
の
美
11

　
「
も
う
一つ
の
日
本
美
│
土
佐
の
絵
金
│
」 （
二
十
五
分
）

日
本
の
美
12

　
「
琳
派
の
系
譜
」 

（
二
十
九
分
）

九
月
の
行
事
予
定

次
回
の
展
覧
会

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

「
万
葉
集
の
世
界
│
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
│
」

第
２
展
示
室

「
曹
洞
宗
の
名
刹　

大
乗
寺
の
名
宝
」

第
４
展
示
室

「
開　

光
市
展
」

第
６
展
示
室

「
系
譜
で
見
る
近
代
日
本
画
」

会
期
／
十
月
二
十
八
日（
木
）〜
十
一
月
二
十
八
日（
日
）

企
画
展
示
室

「
第
57
回　

日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
」

会
期
／
十
月
二
十
九
日（
金
）〜
十
一
月
七
日（
日
）
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 9月の休館日は

8日（水）～10日（金）です

　

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
歩
行
回
遊
ル
ー

ト
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
美
術
館
横

の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
夜
間
景
観
、

安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
照
明
が
備
え
ら

れ
、
広
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ベ
ン
チ
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
広
が
り
や
見
通

し
を
持
た
せ
る
樹
木
整
備
や
緑
地
整
備
が

進
み
ま
す
。

気
づ
き
ま
し
た
か
？

　
　

新
し
い
本
多
の
森

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　※（　　）内は団体料金

9月の開館時間
　午前9：30～午後6：00
　  11日・18日・25日は
　  午後7：00まで開館　

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

夕刻の辰巳用水と修復工房
美術館と修復工房の間を流れる辰巳用水
の川べりに、階段式のベンチがお目見え
しました。

　

バ
ラ
ラ
イ
カ
を
手
に
し
た
裸
婦
が
綺
麗
な
赤
紫
色
の

中
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
影
が
生

じ
る
は
ず
で
す
が
、
影
は
な
く
、
中
空
に
浮
か
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
人
体
と
背
景
と
の
関
係
は
描
か

れ
ず
に
、
こ
の
二
つ
が
併
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
図

版
で
は
赤
紫
は
平
滑
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
は
全
面
に

細
か
な
凹
凸
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
は
筆
を
垂
直

に
画
面
に
押
し
つ
け
て
点
描
の
よ
う
に
赤
紫
の
色
面
を

埋
め
尽
く
す
の
で
す
が
、
こ
の
ざ
ら
つ
い
た
色
面
の
存

在
感
は
な
か
な
か
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
裸
婦
は
は
た
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
時
計
回
り
に
九
〇
度
回
転
す
る
と
、
腰

か
け
て
バ
ラ
ラ
イ
カ
の
弦
を
見
つ
め
な
が
ら
弾
い
て
い

る
姿
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
実
際
の
ポ
ー
ズ
を
回
転
さ

せ
、
無
重
力
状
態
に
あ
る
と
見
え
る
裸
婦
に
し
た
の
で

す
。
作
者
の
巨
大
な
裸
婦
作
品
は
実
在
感
を
排
除
し
た

も
の
が
多
く
、
こ
の
こ
と
が
象
徴
性
を
生
む
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
氏
は
金
沢
美
術
工
芸
短
期
大
学
を
卒
業
後
、

一
九
五
五
年
に
渡
米
し
、
油
彩
に
よ
る
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
の
抽
象
作
品
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
画
壇
で
大
活

躍
し
ま
す
。
十
年
間
ほ
ど
で
七
千
点
以
上
の
作
品
を
制

作
し
完
売
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
病
し
、
も

う
一
度
自
分
に
と
っ
て
絵
と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、

裸
婦
に
生
命
の
象
徴
を
見
い
だ
し
た
の
で
し
た
。
強
い

色
面
の
上
に
形
取
ら
れ
る
白
い
裸
婦
、
こ
れ
は
抽
象
作

品
同
様
、
陰
影
の
な
い
色
面
に
よ
る
構
成
で
あ
り
、
ま

た
余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
、
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を

抽
出
し
た
姿
と
も
い
え
ま
す
。

（　　　　　）


